
 

 

草ストローで起業した相模原市出身の先輩が 

中学生に「社会問題」や「生き方」を伝えます 

 
大野南中学校ではキャリア教育の一環として地元出身の先輩から、「SDGs」「社

会問題」「生き方」について学ぶ取組を行っています。 

 このたび、草ストローで起業した本市出身の大久保さんを招いて、オンライン

授業を実施しますので、お知らせします。 

これまでの学習の中で学んだことが、生徒それぞれの進路選択の１つとなる

ように出前授業を計画したものです。 

 
１．日  時  令和３年１１月４日（木） ８：５０～９：４０ 

 ２．場  所  相模原市立大野南中学校 各教室(オンライン授業) 

３．参加生徒  全校生徒 ７９７名 

４．内  容 

（１）講話 

講  師 合同会社 HAYAMI 大久保 夏斗 氏 

講話内容 「職業選択と自己実現（草ストローで起業した大学生）」 

（２）質疑応答 

５．取  材 取材を希望される際は、事前に副校長まで連絡してください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和３年１０月２８日 

相模原市発表資料 

問い合わせ 

相模原市立大野南中学校 

副校長 髙橋 豊 

電話 ０４２－７４２－３７０４ 

大久保 夏斗 氏（HAYAMI CEO） 

東京農業大学国際農業開発学科２年。 

フィリピンで国際ボランティアに参加し、18 歳の時、兄の影響でスペインや

メキシコでバックパックを始めました。その後、大学の授業と両立させなが

ら、草ストロープロジェクトを進めます。そして、環境に配慮した草ストロー

ブランド「HAYAMI」を三人の若者によって立ち上げました。 

（HAYAMI ホームページより一部引用） 


